
５月１１日、移動日
ミコノス島からラフィーナに船で渡り、ラフィーナからバスでアテネへ。そしてアテネからのバスでデルフィーに行くことにしました。
（長い道のりだわ。。。）

ミコノス島で船を待つ人達。
（うっ。。。おじちゃんの頭がまぶしい。）

５分遅れで船が到着。 ミコノス島からラフィーナまで
約３時間の船旅。
結構揺れました。

ラフィーナからバスで１時間半。
初めてギリシャの首都、アテネを見ました。

人が多いー。
車も多いー。

タクシーが全然つかまらなくて、
やっとこさ拾ったタクシー。
。。。やられました。

何がやられたって、料金です。
アテネの市内からこのバス停まで
どう考えたって９００円くらいなのに。

奴（ドライバー）は何と
「２４００円だよ、ハニー。」

ふざけんなっっ。
でも疲れていた私は払ってしまいました。
はぁ。だめね、私ってば。

バスの時刻表。
わ、わ、わからない。。。 ん？　なんだ、この日本語は。

でも助かったわ。
えーと、５時半のデルフィー行きのバスですね。



←　どうも慣れないわ。
　　ギリシャのお手洗いって。。

いざデルフィーへ出発。

途中の休憩場所でのわんちゃん。
いやいや、来なくていいから。。。
ギリシャの犬はみんな超フレンドリー。

なんなんだ、この宣伝文句は。
余計に怪しいぞ。

３時間後、無事デルフィーに到着。

おしゃれな町です。



５月１２日、デルフィーの遺跡を見学。

ホテルの前の細い道。
観光バスで大渋滞。

おお。山の上に立つ遺跡だ！

ガイドブックにある写真と
ずいぶん違う感じがするなぁ、
と思いながら歩きました。
後にここはガイドブックでは
あまり紹介されない古代の
体育館と神殿の跡だというのが
判明。
個人で来てよかった♪

あ、何か発見！



んまぁ。
古代にこんなブロックおもちゃのような物を
作る技術があったなんて。

ではガイドブックで必ず写真つきで紹介されるデルフィー遺跡へ行ってみよう。

旅人からの貢物を置く倉庫。
この後ろに会議室跡がありました。
でもこの倉庫よりかなり小さかったの。
やっぱ会議より貢物の方が大切よねー。

こんな高い山の上に神殿だの競技場だの作った過去の人ってすごい。

途中、「ルックJTB」のツアー客に
遭遇。
「あんた個人でここまで来たの？」
「はい。」
「はりゃー。勇気あるね。」

３回くらい同じことを言われながら
どんどん歩いていきました。

これ！私はここでこれを見たかった
の！
古代の劇場の跡地。
見られて大満足♪



デルフィー見学おわり！
横たわる犬と同じく、私も一息。ふぅ。

そして次の目的地、メテオラへ向かうバスを調べ
る。
当初予定してなかったんだけど。
途中で知り合ったルーマニア人が
「メテオラ、良かったわよぉーー☆」
と言うので急遽行くことにしました。
（↑人の意見に流されやすい人。）

しかし、事前にバスチケットを買うときに
その売り場のオヤジに非常に不愉快な
思いをさせられた私。
腹が立ったので向かいのカフェでピザを注文。
にらみつけてやったわ！

でっかいピザ！　でも食べてやるぅぅぅーー。
あとで店員さんにあのオヤジのことを聞いたら、
「彼はここのボスなのよ。」
えええええええええ！！！
くそー！
バスチケットのみならず、ピザまで食べて
奴の生活に貢献してしまったわっっ。

しくじった私は、しょんぼりとバスに乗り込みました。 ここからラリッサまで行きます。
運転手に
「ラリッサまでよ。」と告げると。
「OK。」
運ちゃんはいい感じでした。

こんな風景をバスから眺めていたら
思わず熟睡。

いきなり　「ラリッサ！」　と呼ばれて
飛び起きた私。

「ここから次のラリッサ行きのバスに乗り換えだよ！」

車内には私しか残っておらず、
運ちゃん自ら起こしに来てくれました。



ねぼけた私は別のバスに乗り込もうとし、
またまた

「ラリッサ！何してるんだ、こっちのバスだよ！」

どうやら私は「ラリッサ」という名前になったようです。

優しかったバスの運ちゃん。（右）
次のラリッサ行きのバスの運ちゃん（左）
と
ごあいさつ。

しかしひどい内装のバスだなぁ。
破れた箇所をホチキスで補強してるよ。

だんだん人が降りて行き、
ラリッサに着くころには
車内はガラーン。。。

アムフィサを出て３時間。
ラリッサちゃんはラリッサに到着。
しかーし！次のバスは別のバス停から
出発することが判明。

今度ばかりは騙されずにタクシーを利用。
１５分後に出るバスをキャッチ。
しかし。。。　また先に乗り換えが判明。。。
いつになったらカランパカ（メテオラ）に
たどり着けるのでしょうか。

あああああああ。
夕陽が沈んでいくぅぅぅーーーー。



明日はメテオラの修道院めぐりです。

夜９時。
トリカラというバス停に到着。
デルフィーを出発して既に６時間が経過。

あーあ。。。
日が暮れちゃったよー。
明るいうちに到着したかったのに。

着いた！
ダッシュで次の最終目的地、カランパカ行きのバス
を目指す。

「カランパカ！カランパカ、こっちだ、早く！」

とバスから運ちゃんに呼ばれた。

ラリッサになったり、カランパカになったり。
今日の私はいそがしい。

バスに乗り込み、ふと外を見ると
「ホテル　アホ○○」
。。。確かに。
ここでバスをつかまえられなかったら
アホな私はこのホテルに
泊まることになったでしょう。

カランパカ行きのバスが
夜９時にあるかどうか。
とても不安でした。

夜１０時。
カランパカに着いた私は
ホテルにチェックイン。
「ダブルしか空いてない。」
えーXXXX

仕方なく、５０ユーロ（７５００円）で
チェックインしました。

しかし。。。
シャワーのお湯がぬるい！！
ほぼ満室で多くの人がシャワーを
使っているせいでしょう。

当然ホテルに文句を言い、粘り強く交渉。
１０ユーロキャッシュバックもらいました。


